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進捗評価シート （様式１-１）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

これまでに以下の内容で「名古屋市歴史的風致維持向上計画懇談会」を開催。
平成27年5月…平成25・26年度分進捗評価
平成28年3月…平成27年度分進捗評価
平成29年5月…平成28年度分進捗評価、平成26～28年度総括評価
平成30年5月…平成29年度分進捗評価
令和元年5月…平成30年度分進捗評価
令和２年5月…令和元年度分進捗評価（書面会議）
令和３年5月…令和2年度分進捗評価、平成26～令和2年度中間評価（書面会議）
令和４年5月…令和3年度分進捗評価、第2期計画の策定について
令和４年11月…第2期計画の策定について
令和５年5月…令和4年度分進捗評価

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　令和2，3年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のため、書面開催としてきたが令和4
年度については対面式の懇談会を実施した。令和6年3月には第2期計画も完成に至り、
今後も定期的な評価の中で様々な意見を取り入れ、よりよい計画の実施・推進につなげ
ていきたい。

評価軸①
組織体制

項目

計画の実施・推進体制

観光文化交流局歴史まちづくり推進室及び教育委員会文化財保護室を中心とした庁内組織である「名古屋市
歴史的風致維持向上計画連絡会議」と、学識経験者らで構成される「名古屋市歴史的風致維持向上計画懇談
会」が連絡調整を行いながら事業を実施する。

名古屋市歴史的風致維持
向上計画連絡会議

観光文化交流局
歴史まちづくり推進室

教育委員会文化財保護室

・総務局 ・観光文化交流局
・経済局 ・住宅都市局
・緑政土木局

【法定協議会】 【庁内組織】

名古屋市歴史的風致維持
向上計画懇談会

●学識経験者や行政で構成

連絡

調整

事業の実施

市民・市民団体⇔ ⇔
名古屋市文化財調査委員会
名古屋市広告・景観審議会

国

愛知県

啓発
・
連携

意見

提案

計画の推進体制



進捗評価シート （様式１-２）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

 

評価軸②
重点区域における良好な景観を形成する施策

項目

景観計画

都市景観形成地区における良好な景観形成、景観上重要な建造物等についての保全（景観重要建造物・景観重
要樹木・都市景観重要建築物等）、屋外広告物の規制

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

景観条例及び景観計画に基づき、建築物や工作物等の新築・増改築等の行為に関して適正な規制及び誘導を行い、良好な
景観形成に努めた。
　・都市景観形成地区における届出件数　[令和4年度]　　  165件　[令和5年度]       123件
  ・都市景観重要建築物等への助成　　 　[令和4年度]　  　　 0件　[令和5年度]　 　　　 0件
　・屋外広告物許可　　　　　　　　　　　　　　[令和4年度]　12,160件　[令和5年度]   11,681件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

・地域の特色に合わせた景観形成基準等に基づく助言・指導の実施。
・四間道都市景観形成地区指定をきっかけとし、路地や町屋などの特徴的な街並みを持
つ那古野一丁目地区のさらなる景観まちづくりの取組みを推進。

状況を示す写真や資料等

○名古屋市景観計画
「歴史の深みを感じさせるまち」を始めとする4つの目指すべき都市のイメージの実現を図ることを全体方針に掲げ、良

好な景観の形成を図っている。
１．都市景観形成地区（8地区）

届出等の制度により景観形成基準等への適合を確認し、助言・指導等を実施。 （建築物・工作物/広告物）

合計123件

２．大規模建築物等
届出等の制度により景観形成基準等への適合を確認し、助言・指導等を実施。
【令和5年度の届出等の状況】 建築物・工作物 223件、広告物 33件

３．眺望景観の保全
平成31年4月より名古屋城眺望景観保全エリアと景観形成基準を新たに設け、大規模建築物等の届出等の制度により、

助言・指導等を実施。
【令和5年度の届出等の状況】 建築物 9件（内通知 0件）

４．屋外広告物
都市景観形成地区内の屋外広告物及び大規模な屋外広告物について、色彩などの制限を定め、屋外広告物条例によ

る、表示や設置に関する規制と合わせて助言・指導を実施。
【令和5年度の届出等の状況】 広告物 123件

○ 那古野一丁目地区の景観まちづくり

１．景観まちづくりの推進

①事業の概要

・平成31年4月、四間道都市景観形成地区制度の運用を開始した。

そして令和3年6月、「那古野一丁目地区景観協定」が地元において

締結され、運用が始まった。

②経緯

・地元勉強会・準備会開催（平成30年～令和2年6月計13回）

・推進委員会の設立・開催（令和2年7月～計19回）

・推進委員会に都市景観市民団体助成金交付（令和3年～計3回）

２．街なみ環境整備事業の推進

①事業の概要

・四間道地域全体の魅力向上を図るため、国の補助制度である街なみ環境

整備事業の制度を活用し、伊藤家住宅の保存・活用のための整備、無電柱

化や道路美装化、建物の修景などの実現に向けた検討を実施

②今後の進め方

・四間道の工事施工に向けた関係機関との協議、測量及び詳細設計を実施

・エリア内の建物について、ルールに基づく外観整備費用の一部を助成

推進委員会の様子

【令和5年度の届出等の状況（件数）】
地区名 建築物・工作物 広告物 地区名 建築物・工作物 広告物
久屋大通 8 15 築地 0 5
広小路・大津通 5 36 今池 4 11
名古屋駅 3 20 白壁・主税・橦木 5 0
四谷・山手通 7 3 四間道 1 0

街なみ環境整備
事業対象区域

四間道都市景観
形成地区

景観協定区域

江
川
線

国際センター

●



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

名古屋城本丸御殿障壁画をはじめとした名古屋城の重要文化財等を積極的に市民に公開するための展示・収
蔵施設の整備を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成25年度は、名古屋城重要文化財展示収蔵施設整備構想を策定した。
平成26年度に予定地の埋蔵文化財発掘調査、平成27年度に展示収蔵施設の基本設計、平成28年度に実施設計等を行っ
た。
平成29年度に展示収蔵施設の建設工事に着手し、平成30年度に竣工した。
令和元年度は、外構工事で遺構をき損し、これに伴う調査が必要となったことから、工事を一時中止した。
令和2年度に外構工事を再開して展示収蔵に必要な舗装等を行い、令和3年度に「西の丸御蔵城宝館」を開館した。
令和3年度～令和4年度は発掘調査を行い、この成果を踏まえて外構計画を再検討した。
令和5年度は、前年度までに実施した発掘調査の成果等を踏まえて外構の実施設計を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

西之丸北部での近世の御蔵構全体を認識できる空間整備を目指して再調査を実施して
おり、遺構の残存状況を把握した上で外構等の整備を進める。

評価軸③-1
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城重要文化財等展示収蔵施設の整備

平成25年度～

市単独事業

城内配置図 西の丸御蔵城宝館南側（南東から撮影）

外構整備のイメージ発掘調査区（令和3～4年度実施）

展示収蔵施設

施工箇所



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

名勝名古屋城二之丸庭園保存管理計画に基づき、庭園の本格的な保存整備に取り組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成25・26年度に石組の崩壊を招く樹木の伐採、平成26年度に権現山並びに笹巻山の修理を行った。
平成27年度に権現山山頂の社跡の遺構表示等、平成28年度に栄螺山の盛土修復等を行った。
平成29年度は北園池の石組等の修復を行った。また、平成30年2月13日名勝の追加指定を受けた。
平成30年度は余芳移築再建予定地周辺の一次造成及び北園池の石組の修理を行った。
令和元年度～令和3年度に北園池の石組修復、園路の飛石の修理等を行い、令和4年3月名勝名古屋城二之丸庭園整備計
画を策定した。
令和4年度～令和5年度は、余芳移築再建に向けた部材修理、北園池護岸のひび割れ修理等を行った。
平成25年度以降、二之丸庭園の文化的価値と魅力の周知を目的とした発掘調査成果の現地説明等を継続し、歴史的風致
の維持向上に寄与している。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

名勝名古屋城二之丸庭園の往時の景観を取り戻すため、庭園の修復・保存整備
を進める。

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-2
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城二之丸庭園の整備

平成25年度～

歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業

※令和5年11月18日 参加者26名

二之丸庭園平面図（部分） 余芳部材修理

護岸ひび割れ修理 現地説明会の開催

余芳作業小屋

北園

余芳



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

特別史跡名古屋城跡の重要な要素である名古屋城石垣について、修復工事等を実施し、歴史的景観を保全
する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

大きな孕みがみられた本丸搦手馬出（からめてうまだし）周辺石垣について平成14年度から継続して修復工事を行っている。
平成25年度までは、石垣の取り外しを実施した。平成26,27年度は、根石の調査を実施した。
平成25～28年度に、修復現場見学会を開催した。
平成28、29年度は、石垣前面の地盤補強工事として枠工を実施した。
平成30年度は、平成26年度から行った調査や地盤補強のために中断していた石垣の取り外しを再開し最下段までの取外しを実施した。
令和元年度は石材補修工、仮設通路工、石材調査等を実施し、石垣の積み直しに向けた準備が進んだ。
令和2年度に、逆石調査、石材劣化調査、石材補修工等を実施し、積み直し基本方針を、令和3年度は積直し基本計画を策定した。
令和4年度より積直し基本計画に基づき積直しを開始し、令和5年度も引き続き積直しを行っている。
石垣を適切に積み直すことで、名古屋城の歴史的魅力の向上が図られ、歴史的風致の維持向上に寄与していくことができる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

特別史跡名古屋城跡の本質的価値を構成する石垣を対象とする整備事業であり、慎
重に進めていく必要があり、早期の積み直し完了に向けて、関係機関と調整しながら
積み直し工事を進める。

評価軸③-3
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城石垣の整備

昭和50年度～

歴史活き活き！史跡等総合活用整備事業、重要文化財等防災施設整備事業

修復工事中の石垣（令和4年度末）

石垣整備箇所（本丸搦手馬出）

修復工事前の石垣（平成14年度）

N



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

●主なイベント及び企画展
　・こども向け企画展「なぞとき展示　おりがみの暗号」　　　  4月28日～ 5月28日
　・夏の子ども企画展「名古屋市のうつりかわり」 　         　7月21日～ 8月31日
　・企画展「お米が高くて買えません！
　　　　―公文書から読む大正名古屋の米騒動―」　　　　　　 12月22日～ 1月19日
　・建物ガイドツアー「小さな時間旅行ようこそ、建物百年の旅へ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6月21日、10月18日、12月20日
　・親子ガイドツアー・たてもの探検隊」　　　　　　　　　　　8月9日、1月27日

状況を示す写真や資料等

　公文書の収集、資料の常設展示のほか、企画展を開催した。
文化のみちにある施設と連携し事業を実施することで、回遊性が高まり各施設の認知度の向上や入館者増加に寄
与している。
　●令和５年度　　入館者数 104,542人　　企画事業数　20件
　●令和４年度　　入館者数　89,315人　　企画事業数　18件
　●令和３年度　　入館者数　63,789人　　企画事業数 　9件
　●令和２年度　　入館者数　45,878人　　企画事業数　 9件
　●令和元年度　　入館者数　96,841人　　企画事業数　 6件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和5年度は新型コロナウイルス感染症が一定落ち着いた中で、コロナ前の状況まで来
館者数を戻すべく、企画展やイベントを実施した。特にガイドツアーには力を入れ、一般
向けのガイドツアーを3回、親子向けのガイドツアーを2回、その他、毎週水曜日の簡易
ガイドツアーや他機関と連携したガイドツアーを実施するなどした。今後も効率的・効果
的なPRを行いながら、継続的に企画展やイベントを実施していく予定である。

重要文化財「旧名古屋控訴院地方裁判所区裁判所庁舎」を市の公文書館である「名古屋市市政資料館」として
活用し、市政・司法・建物に関する資料の展示等を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-4
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

重要文化財「旧名古屋控訴院地方裁判所区裁判所庁舎」の保存・公開と市政資料館としての活用

平成元年度～

市単独事業

企画展 「お米が高くて買えません！
―公文書から読む大正名古屋の米騒動―」

（期間入館者5,938名）

建物ガイドツアー
「小さな時間旅行ようこそ、建物百年の旅へ」

こども向け企画展
「なぞとき展示 おりがみの暗号」

（期間入館者8,276名）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

 

市単独事業

評価軸③-5
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化のみち二葉館（名古屋市旧川上貞奴邸）の管理運営

平成16年度～

状況を示す写真や資料等

歴史的建造物である文化のみち二葉館の保存・活用を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

川上貞奴が居住した建物を創建当時の姿に移築復元し、文化のみちの拠点施設として平成17年2月8日より一般公開して
いる。文化のみちの情報発信、川上貞奴に関する資料・郷土ゆかりの文学資料の展示、そして企画事業の実施などにより
市民文化の振興に寄与している。年3回、施設の無料開放日を設け、施設の利用向上を図っている。
文化のみちにある施設と連携し事業を実施することで、回遊性が高まり各施設の認知度の向上や入館者増加に寄与して
いる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（無料開放日）
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2月8日　　7月17日　　名古屋まつり
●令和５年度  入館者数24,197人　貸室稼働率45%　利用者満足度98%　     691人　  216人　　　　  1,396人
●令和４年度　入館者数22,789人　貸室稼働率36%　利用者満足度100%　　　615人　　224人　　　　　873人
●令和３年度　入館者数16,571人　貸室稼働率38%　利用者満足度100%　　　350人　　146人　　　　 　－
（令和２年度入館者数14,322人、令和元年度28,252人）　　　　　※令和２･３年度は名古屋まつり中止。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和5年度も新型コロナウイルス感染防止対策を行いながら企画事業を実施した。感染
状況も落ち着き、入館者数も以前の状況に戻りつつあり、来年は開館20周年にあたるこ
とから、今後も広報に力を入れ、入館者数の増加を図っていく。また、文化のみちの拠
点施設として、周辺施設とのさらなる連携が課題であるため、イベントや広報を他施設と
連携して実施するなど、さらに連携を進めていく必要がある。

企画展「姫きもの展」
令和5年7月12日～17日
期間中入館者数：583名

有料夜間コンサート
「中村耕一 ACOUSTIC LIVE IN FUTABAKAN」

令和6年1月14日

企画展「川上貞奴と福沢桃介展」
令和6年2月 8日～15日
期間中入館者 1,372名

開館19周年記念 「ふたばの日入館者プレゼントイベ
ント」

●令和５年度 企画事業数 ４８件
●令和４年度 企画事業数 ４６件
●令和３年度 企画事業数 ３５件



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-6
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化のみち橦木館の管理運営

平成21年度～

市単独事業

状況を示す写真や資料等

歴史的建造物である文化のみち橦木館の保存・活用を進める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

歴史的建造物である文化のみち橦木館を平成21年7月17日から一般公開している。
文化のみちの歴史などに関する展示や、企画事業の実施などにより市民文化の振興に寄与している。
年３回、施設の無料開放日を設け、施設の利用向上を図っている。
文化のみちにある施設と連携し事業を実施することで、回遊性が高まり各施設の認知度の向上や入館者増加に寄与してい
る。
【定量的評価】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                無料開放日　2月8日　　7月17日　　名古屋まつり
令和 5年度　入館者数17,114人　貸室稼働49%　利用者満足度96%　                         214人　　 138人　　　　　626人
令和 4年度　入館者数14,182人　貸室稼働率65%　利用者満足度94%　　　            　　　191人　　 141人　　　　　483人
令和 3年度　入館者数　8,779人　貸室稼働率40%　利用者満足度98%　            　　　　　171人　　 187人　　　　　　－
　（令和2年度入館者数5,197人、同元年度14,270人）
※令和3年度は名古屋まつり中止。令和3年12月13日～令和4年1月31日、工事休館

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和5年度は新型コロナウイルス感染症の影響もなくなり、順調に企画事業を実施し、入
館者数を増加させることができた。文化活動の促進により市民文化の振興に寄与する施
設として、周辺施設及び地域団体等とのさらなる連携が課題であるため、イベントや広報
を他施設及び地域団体等と連携して実施するなど、さらに連携を進めることが必要であ
る。

常設展示 ２Ｆ

企画事業「伊勢型紙展」
令和5年10月12日～22日
期間中入館者 １，２７５名

企画事業「つちひょうげん」
令和5年4月26日～5月7日

期間中入館者 ８２５名

令和５年度は企画事業を１８件実施。
（令和４年度企画事業数２６件）

企画事業「新春３連休イベント」
令和6年1月6日～8日

期間中入館者 ２８４名



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-7
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋市役所本庁舎及び愛知県本庁舎の歴史的価値の維持向上

平成26年度～令和5年度

市単独事業（名古屋市庁舎分）、県単独事業（愛知県庁舎分）

状況を示す写真や資料等

名古屋市役所本庁舎と愛知県庁本庁舎(ともに重要文化財）の並立する景観と両者の歴史的価値の維持向上
を図るとともに、庁舎の公開等を行っていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
　名古屋市役所本庁舎（平成26年12月10日重要文化財指定）の歴史や魅力を広く市民に伝えていくため、庁舎開放イベン
ト（11月3日）を実施し1,900名が参加したほか、学校の社会見学などの団体向け庁舎見学の受け入れを行った。また、閉庁
日のガイドツアーを春、夏及び冬に実施し、計125名が参加した。
　また、愛知県は、重要文化財である愛知県本庁舎の歴史的建造物としての魅力をより多くの県民に周知する事を目的と
した庁舎開放イベントを開催し、2,826名が参加した。
※新型コロナウイルス感染症が流行する前年（2018年）については、名古屋市役所の庁舎開放イベントでは3,100名、ガイ
ドツアーは315名が参加した。また、愛知県庁の庁舎開放イベントでは、4,376名が参加した。

　名古屋市役所本庁舎（平成26年12月10日重要文化財指定）の歴史や魅力を広く市民に伝えていくため、庁舎開放イベント（11月3日）を実施し2,000人が参加したほか、学校の社会見学などの団体向け庁舎見学の受け入れを行った。また、閉庁日のガイドツアーを夏および冬に実施し、計83名が参加した。愛知県は、重要文化財である愛知県本庁舎の歴史的建造物としての魅力をより多くの県民に周知する事を目的とした本庁舎公開イベントを開催し、3,100名が参加した。実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

継続実施。ガイドツアーの実施については、実績に応じて、開催日及び募集人数を検
討。

●ガイドツアーの主な見学箇所

・貴賓室

●庁舎見学の様子

・議場

名古屋市庁舎

●庁舎開放イベント実施結果

　開催日 　：令和5年11月3日(祝・金)

　開催時間：午前9時00分～午後4時00分

　入場者数：1,900人

　（参考）過去3年間の入場者数

令和2年度 中止

令和3年度 中止

令和4年度 2,000人

●庁舎見学の受け入れ実績

令和5年度 24団体(587名)

（参考）過去3年間の受け入れ実績

令和2年度 11団体(70名)

令和3年度 4団体(64名)

令和4年度 15団体(323名)

●令和5年度ガイドツアー実施結果

　開催日 　： 令和5年5月27日(土）

　　　　　　　　 令和5年9月2日(土)

　　　　　　　　 令和6年1月20日(土)

　開催時間：①午前10時～

　 　　  　　　  ②午後1時～ 

　参加者総数：125名

　※応募総数648通

愛知県庁舎

●庁舎開放イベント実施結果

　開催日　：令和5年11月3日(祝・金)

　開催時間：午前9時00分～午後4時00分

　入場者数：2,826人



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

日本初の集約電波塔であり、本市の戦災復興を象徴する登録有形文化財でもある名古屋テレビ塔について、
都心の重要な観光施設として活用していくための方策を検討していく。

評価軸③-8
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

栄地区まちづくりプロジェクトの推進（名古屋テレビ塔）

平成22年度～

市単独事業

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

名古屋テレビ塔の耐震性及び内部の機能向上のため、平成31年1月から休館し改修工事を実施。令和2年9月にリニュー
アルオープンし、新たにホテルやレストラン、カフェなどが塔内にオープンしたほか、塔体に共架している市所有の照明設備
をフルカラーＬＥＤ化した。令和4年度については、ＬＥＤ化した照明設備を運用し、名古屋市及び名古屋テレビ塔の魅力向
上・発信に寄与するライトアップ等を行い、栄地区のシンボルである名古屋テレビ塔の魅力を発信した。
また令和4年12月には国の重要文化財に指定された。

【テレビ塔入場者数】
 令和5年（1月～12月） 　 168,915名
 令和4年（1月～12月） 　 133,570名
 令和3年（1月～12月）　  　87,818名

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

展望台等を観光客の利用に供するとともに、おもてなしサービスの強化により、集客の
向上を図る。

状況を示す写真や資料等

【栄地区まちづくりプロジェクトとは】

リニア中央新幹線の開業に向け、名駅地区と栄地区が個性を生かした魅力向上を図るため、栄地区を魅力あるまち

へと再生し、持続的に発展させることを目的とした基本方針「栄地区グランドビジョン―さかえ魅力向上方針―」に基

づく取り組み

○栄地区グランドビジョンにおける方針

方針1 公共空間の再生 「にぎわいと魅力にあふれた世界に誇れるシンボル空間の形成」

方針2 民間再開発の促進 「機能更新が進み活気あふれる都市空間の形成」

方針3 界隈性の充実 「個性を持った多様で魅力的な界隈の創出」

【「Wellnestyle NAGOYA」

名古屋ウィメンズマラソン2024 ランナー様応援ライトアップ】

【プロジェクションマッピング「NAKED夏まつり2023 中部電力 MIRAI  TOWER」】



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

◆白壁・主税・橦木町並み保存地区

①【補助件数】

②【指導・助言件数（届出件数）】

①令和５年度　町並み保存補助事業

令和５年度の補助実績は１件のみ。白壁・橦木・主税町地区では料亭による補助申請が多いが
令和２年から続く新型コロナウイルス感染症の影響により経営が見通せないことから
修理等を保留していることが原因の一つと考えられる。

②令和５年度　町並み保存地区内現状変更行為届出

３件は主たる道路に接する敷地での個人住宅の改築、１件は既存建物の解体、１件は照明の設置、
残りの１件は、伝統的建造物（門）の修理であった。
引き続き建築行為の相談があった際には町並み保存地区のあらましを手交し、
連続した門・塀と塀越しの木立の緑が豊かな町並の特性について説明し、協力を求めていく。

評価軸③-9
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的町並み保存事業（白壁・主税・橦木地区）

昭和60年度～

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

保存地区内の町並みの維持・保全のため、今後も経済的・技術的支援を実施する。
また、設置済の案内板等について適切に維持管理し、劣化等が見られた場合は補修
等の検討を行う。

状況を示す写真や資料等

　江戸時代の武家屋敷の地割を残しており、門・塀と緑樹からなる屋敷景観と戦前の優れた近代建築が残る。

市単独事業

白壁・主税・橦木地区において、町並み保存地区及び伝統的建造物の指定を行うとともに、保存地区内の建造
物の修理・修景等に対する技術的支援及び経済的支援（助成）を継続して行う。また、この地区の特徴である
門塀や緑と調和するサイン、案内板、解説板等の整備を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝統的建造物は修理基準に、伝統的建造物以外の建造物は修景基準にそれぞれ基づいた工事に伴う費用の一部を助成
し、あわせて保存地区において、建築行為等を行おうとするものに対し届出を要請し、この際に専門的・技術的な指導・助
言を行うことで、町並みを維持・保全して良好な景観を守っている。令和5年度は伝統的建造物（門）の修理に対し補助を１
件行った。
また、既設の案内板を維持管理し、町並みの特徴や制度に関する周知を継続している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度

伝統的建造物の修理 1 0 0 1

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 0 0 0

必要物件の整備 0 0 0 0

その他の建築行為 5 5 3 4

計 6 5 3 5

令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 累計（昭和60年～）

伝統的建造物の修理 1 0 0 1 41

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 0 0 0 13

必要物件の整備 0 0 0 0 1

計 1 0 0 1 55



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

◆四間道町並み保存地区

【補助件数】

○令和５年度の町並み保存補助事業
　　　※伝統的建造物の修理

土蔵外壁の漆喰塗の劣化に伴う漆喰塗替え、樋の取替を実施した。

【指導・助言件数（届出件数）】

　慶長15年（1610年）に始まった清州越しにともなってつくられた商人町で、土蔵群と町家が堀川の水運を利用して隆盛を
誇った清州越し商人の栄華を今に伝える。

状況を示す写真や資料等

四間道地区において、町並み保存地区及び伝統的建造物の指定を行うとともに、保存地区内の建造物の修理・
修景等に対する技術的支援及び経済的支援（助成）を継続して行う。また、地区の歴史的環境に配慮した道路
環境整備を実施するとともに、サイン、案内板、解説板等の整備を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-10
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的町並み保存事業（四間道地区）

昭和61年度～

市単独事業

伝統的建造物は修理基準に、伝統的建造物以外の建造物は修景基準にそれぞれ基づいた工事に伴う費用の一部を助成
し、町並みを維持・保全して良好な景観を守っている。令和５年度は１件の助成を行い、歴史的景観の維持・継承を図ること
で、歴史的風致の維持向上に寄与している。
あわせて、保存地区において建築行為等を行おうとするものに対し届出を要請し、この際に専門的・技術的な指導・助言を
行いたかったが、都市景観形成地区でもあることから、ウォーカブル・景観推進課のみと打合せをし、歴まち課との打合せを
しなかった件数が１件。
また、既設の案内板を維持管理し、町並みの特徴や制度に関する周知を継続している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

保存地区内の町並みの維持・保全のため、今後も経済的・技術的支援を実施する。
また、設置済の案内板等について適切に維持管理し、劣化等が見られた場合は補修等
の検討を行う。

修理前 修理後

※その他の建築行為は事務

所併存共同住宅の新築であ

り、景観形成地区の景観形

成基準に沿っているため町並

みに調和するよう指導されて

はいるが、今後同地区で建築

計画があった場合は、歴まち

課にも事前打ち合わせに来

るように依頼した。

令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度

伝統的建造物の修理 1 0 2 1

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 1 0 2

必要物件の整備 0 0 0 0

その他の建築行為 1 1 2 2

計 2 2 4 5

令和5年度 令和4年度 令和3年度 令和2年度 累計（昭和60年～）

伝統的建造物の修理 1 1 5 2 69

伝統的建造物以外の建造物の修景 0 0 0 2 17

必要物件の整備 0 0 0 0 6

計 1 1 5 4 92



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

歴史文化拠点として、尾張藩二代藩主光友の隠居地を起源とする徳川園（庭園）を良好に管理運営し、近世武
家文化を国内外に発信していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

隣接する蓬左文庫、徳川美術館との連携に努め、年間を通して、季節の風情を感じられるもの、徳川家を中心とした歴史
にまつわるものを取り入れた催事を企画・実施した。コロナ禍で中止になっていた「山車揃え」を始め、恒例となっている新
春万歳や流し雛といった歴史風情が感じられるイベントのほか、高校生による邦楽演奏会（和太鼓、筝曲、津軽三味線）な
ど活気あふれるイベントや、広場に店が軒を連ねて軽食や小物を販売する「市（マルシェ）」を開催し、「市」は出店団体、出
店日数を倍増し好評を得た。
広報では、旅行関連、観光ホテルへの徳川園多言語パンフレット（主に英語、中国語、韓国語）の配架、SNSを中心とした
ネット広報をしており外国人のリアクションも多数得た。
（公式サイト令和5年度アクセス336,156人 ：前年比107％、PV971,440：前年比102％）
●令和5年度入園者数　294,860人（前年比125.7％）
●令和4年度入園者数　234,535人
●令和3年度入園者数　188,073人
●令和2年度入園者数　147,740人
●令和元年度入園者数　330,850人※コロナ禍前

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

入園者数はコロナ禍前に戻っていないので、蓬左文庫、徳川美術館、レストランとの連
携を深め、多言語へも対応したウェブサイトの開設など、情報発信を強化する。

評価軸③-11
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

徳川園の管理運営

平成16年度～

市単独事業

新春万歳

伝統の祝福芸「尾張万歳」を、黒門前にて口

上・挨拶、徳川園ガーデンホールにて演目披露

（午前午後）。演目披露前は、有料区域、無料区

域、美術館内にて挨拶を披露し、新年の雰囲気

を演出。演目披露では満員御礼となり、立ち見客

も多く見られ大盛況となった。当日（1/3）の入園

者数は2,476人。

流し雛

流し雛は現在の雛飾りの原型とされ、源氏物語にも

その記述が残っている。徳川美術館の雛飾りの時期

と合わせ園内龍仙湖に再現した。天候はあいにくの

雨で、例年に比べ親子が少なく、幅広い年齢層の方

が参加。（整理券を配布し150組）雛人形を乗せる竹

製の舟は竹林で2年経過した竹を選び間伐を兼ね利

用。



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-12
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

 左文庫の保存と公開活用

平成16年度～

市単独事業

１　閲覧室
　　閲覧室利用者数　   5,219  人 (令和４年度：1,551人　令和３年度：1,164人）
　　閲覧冊数　      　　12,472  冊      レファレンス 331 件 (窓口192件　電話105件　文書34件）

２　展覧会
　　・夏季特別展「徳川家康−天下人への歩み−」　　　 令和５年 ７月23日(日)～ ９月18日(月・祝)　　　　 観覧者数　　38,712人 
　　・秋季特別展「人間讃歌−江戸の風俗画－」　　　　 令和５年 ９月24日(日)～ 11月５日(日)　　　　　    観覧者数　  29,102人 
　　・企画展　　　「能の世界−神・男・女・狂・鬼−」　　 　令和５年 ４月15日(土)～ ５月28日(日）　　　　　 　観覧者数    28,593人　
　　・企画展　　　「極める！江戸の鑑定」　　　　　　 　  令和５年 ６月３日(土)～ ７月17 日(月・祝)　　　　  観覧者数 　 24,347人　
　　・企画展　　　「尾張藩と木曽山」　　　　　　　　　　  　令和５年11月11日(土)～12月15日(金)　　          観覧者数 　  23,795人　
　　・企画展　　　「うるわしの古筆」                　　　　 令和６年 １月 ４日(木)～ １月28日(日)　　　　　    観覧者数     9,470人　
　　・企画展　　　「ひなを楽しむ−旧家のひな飾り−」    令和６年 ２月３日（土）～３月31日（日）　　　　     観覧者数　  37,928人
  
３　講演会・講座
　　・講演会「家康と天下」　　　　　　　　　　　　　　　　　 　令和５年７月30日（日）　　　　　　 参加者　80人
　　・講演会「服飾から見る徳川家康」　　　　　　　　　　  令和５年８月19日（土）　　　　　 　参加者　80人
　　・講演会「人間模様の好奇心」　　　　　　　　　　　　　 令和５年９月24日（日）       　    参加者　80人
　　・講演会「伊藤満作家資料の魅力」　　　　　　　　　　 令和５年10月25日（水）　　　　　 参加者　50人
　　・講演会「拓本の表と裏を読み解く」　　　　　　　　　　令和６年１月24日（水）　　　　　　　参加者　50人
　　・講　座「徳川園の魅力　蓬左文庫のあゆみ」 （瑞穂生涯学習センターとの共催）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　        令和５年２月15日（水）　　　　　　参加者　24人　
　　・初心者向けミニ講座（３回）　　令和５年７月８日（土）・令和５年11月26日（日）・令和６年３月７日（木）　参加者　72人

　４　調査研究
　　・尾張名古屋の歴史資料を活字化し、「青窓紀聞（４）」を編集をした。
　　・デジタル版「金鱗九十九塵(こんりんつくものちり）」をCD発行した。
　　・ 左文庫の典籍を紹介した広報誌「 左」を発行配布した。

尾張徳川家に伝来した貴重な書籍や絵図類が収蔵・展示されている 左文庫の保存と公開活用を積極的に進
める。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

古典籍文庫としての閲覧公開活動を重視しつつ、徳川美術館と連携し尾張徳川家の大名文化を分かりやすく紹介する展示
を開催した。また、蔵書の調査研究の成果をもとに講演会・講座を開催した。また、日頃の調査研究として、尾張名古屋の
歴史資料の活字化や、広報紙「 左」で、蔵書等を市民にわかりやすく紹介した。
　 ●令和５年度入館者数　220,347人　　　　　●令和４年入館者数 170,971人　　　●令和３年度入館者数 113,570人

hito 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和５年度新型コロナウイルス感染症の５類移行後は、徐々に観覧者数も戻ってきてお
り、閲覧・展覧会・調査研究事業等 を実施した。今後も、同じ敷地内にある徳川美術館・
徳川園と連携し、展示や講演会・講座等を実施していく。

 左文庫外観 「古今雛」（徳川美術館蔵） 広報紙「蓬左106号」



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

堀川では堀川圏域河川整備計画に基づく治水整備を進めているが、堀川とその周辺の歴史・文化資源、まちづ
くり、市民団体の活動など、堀川をとりまく様々な資産を活かし、周辺のまちづくりを考慮した河川整備に引き続
き取り組んでいく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

堀川圏域河川整備計画に基づく治水整備として、護岸整備および河道掘削を実施することにより、沿川の歴史的資産やま
ちづくりの基盤となる堀川の周辺環境を洪水被害から守るとともに、周辺環境に配慮し、石積み風護岸を整備した。
令和５年度 護岸整備延長　 　約0.4kｍ（見込み）
令和５年度 河道掘削量　　　　約1,850㎥(見込み)

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

河川整備工事には時間を要するが着実な事業進捗を図っていく。
また、水辺空間を利活用することでにぎわいづくりを進める。

防災・安全交付金（流域治水対策河川事業）

評価軸③-13
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

堀川の総合整備

昭和61年度～

工 事 前 工 事 後

【整備イメージ】

【護岸整備】

【河道掘削】

【整備例】 桜橋上流の護岸工事

【参 考】 納屋橋地区のライトアップ整備



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

市民の歴史に関する関心を高めるとともに、地域の歴史的資源を巡る回遊性を高めるため、江戸時代の尾張
地域の名勝、史跡などを絵と簡単な文章で紹介した「尾張名所図会」を、その描かれた場所付近に看板として
設置する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

尾張名所図会の看板を描かれた場所付近に設置した。
【設置基数】　24年度…2基、25年度…0基、26年度…2基、27年度…2基、28年度…0基、29年度…1基、30年度…3基
　　　　　　　　 元年度…0基、2年度…0基、3年度…０基、4年度…０基、5年度…０基　　　　計：10基

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

□計画どおり進捗している
■計画どおり進捗していない

令和元年度以降予算措置がなく、新規設置ができていないため、今後の設置について
検討する必要がある。設置済みの看板については適切な維持補修に努める。

市単独事業

評価軸③-14
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

尾張名所図会看板の整備

平成24年度～

○設置状況

【正覚寺 H27設置】

⑧西別院

（中区門前町１－２３）

⑨崇覚寺
（中区橘二丁目6-37）

⑩東別院

（中区橘二丁目8-55）

年度 基数 尾張名所図会内容 設置場所 

H24 2 
断夫山 熱田神宮公園 

夜寒里古覧 旗屋小学校 

H26 2 
白鳥山法持寺 法持寺 

法華堂本遠寺 本遠寺 

H27 2 
妙光山誓願尼寺 誓願寺 

亀足山正覚寺 正覚寺 

H29 １ 亀井山円福寺 円福寺 

H30 3 

西本願寺 掛所 西本願寺 

長嶋山崇覚寺 崇覚寺 

東本願寺 掛所 東本願寺 

合計 10   

 

城下町界隈熱田界隈

熱田神宮



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

名古屋の暮らしとモノづくりの発展を下支えしてきた中川運河において、
堀止緑地の整備や護岸改良、松重閘門の再生を目指す。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

①　堀止緑地の整備
　　緑地の整備によって緑豊かな空間の創出が図られた。
      ・令和5年度　緑地整備（転落防止柵74m、ILB舗装268㎡、植栽284㎡、電気設備工１式）

②　護岸改良
　　老朽化した護岸の改良によって安全性の確保が図られた。
　 　・令和5年度　護岸改良（護岸工73.44m）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

護岸改良には多額の費用が必要のため時間を要するが、着実な事業進捗を図っていく

評価軸③-15
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

中川運河の再生

平成24年度～（堀止緑地の整備は令和5年度までを予定）

港湾整備事業（中川運河護岸・堀止緑地）

【堀止緑地の整

＜中川運河堀止船だまり 周辺＞

①

①堀止緑地 ②護岸改良

①

②



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

大胆な戦災復興計画により形成された久屋大通公園において、都心のシンボル空間にふさわしい公共空間の
整備や、沿道との一体化を図る空間形成等を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

久屋大通の再生において、北エリア・テレビ塔エリアでは令和2年度に開業した「Hisaya-odori Park」の適切な管理運営、賑
わいの創出に取り組んだ。また、南エリアでは、令和2年3月に久屋大通再生有識者懇談会より受領した「久屋大通のあり方
（南エリア部分）」の提言をふまえ、事業化に向けた考え方のベースとなる再整備プランの検討を進めた。

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

南エリアについて、市民の意見を聴取しながら、再整備プランの検討を進め、策定する。

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸③-16
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

栄地区まちづくりプロジェクトの推進（久屋大通公園）

平成26年度～

国庫補助事業（社会資本整備総合交付金事業(都市公園事業)、官民連携による地域活性化のための基盤整備
推進支援事業）及び市単独事業

■令和2年9月18日 「Hisaya-odori Park」の開業

■令和3年3月29日 第11回久屋大通再生有識者懇談会の開催

オアシス21

中部電力
MIRAI TOWER

「都会の安らぎ空間」

豊富な緑を活かした落ち着きの
ある憩いの空間を創出し、気軽
に利用できる公園を目指します。

北
エ
リ
ア

■令和２年９月１８日

「Hisaya-odori Park」開業

事業期間

20年間（～令和20年2月末）

事業対象区域

久屋大通公園のうち

外堀通から錦通まで（約5.45ha）

主な事業内容

飲食・物販等の公募対象公園

施設の整備・管理運営

園路・広場等の特定公園施設

の整備・管理運営

「観光・交流空間」
テ
レ
ビ
塔

エ
リ
ア

多目的に活用できる芝生広場
や、テレビ塔のシンボル性を強
化し、観光客や市民が広く交流
できる公園を目指します。

「久屋大通（南エリア）再整備プラン」の検討

■令和２年３月２６日
「久屋大通のあり方（南エリア部分）」の提言南

エ
リ
ア

「にぎわいの空間」

大規模イベント空間の充実を図り、
来訪者が集い楽しむことのできる
公園を目指します。

栄地区グランドビジョン

＜重要文化財＞



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

史跡名勝標札、史跡散策路案内板などの設置事業を行うとともに、こうした歴史関係の案内板を活用し、より身近な歴史に親しむ環
境を整える。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　史跡や名勝などの所在地にその由緒などを案内する標札として「史跡名勝標札」を市内に311基（工事などで一時撤去中の標札を含む）設置し
ている。令和５年度は、標札の新設や説明文の修正や経年劣化による文字の剥がれ等を塗り替えや補修を行った。
　また、各史跡等を連絡させた散策路コースを設定し、市内80コース（１区あたり3～6コース）の各起点にイラストでコース全体や史跡を紹介した
「史跡散策路」案内板を、コース途中には誘導標識を設置し、文化財保護意識の普及啓発やウォーキングイベント等での活用を図ったほか、案
内板については補修等を実施した。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

　史跡名勝標札の新設のほか、設置後10年以上経過し、文字や塗装等の劣化が見られる
史跡名勝標札や案内板の補修も、計画的に進めている。

市単独事業

評価軸③-17
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

史跡名勝標札、史跡散策路案内板等設置事業

昭和39年度～

「史跡名勝標札」の新設〈緑区 桶狭間神明社〉

【施工前】 【施工後】

「史跡名勝標札」の改訂と塗替〈中川区 下之一色漁港跡〉

表記内容が現状と合

わなくなったため、表

記文を改訂して塗替え

た。

種別 令和５年度 令和４年度 令和３年度

新設 1 1 1

再設置 0 1 5

補修・訂正 3 7 23

作り直し 0 0 0

完全撤去 0 0 0

設置累計 312 311 310

【案内板新設等件数】

【新設後】【設置前】



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

名古屋市総合計画2023の目標である「令和5年度に登録・認定累計300件」は達成した
が、今後も、市民、なごや歴まちびと、関係機関等と連携し、身近な歴史的建造物の情
報収集体制を強化していく必要がある。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

名古屋市都市景観条例に基づき、市内に残る身近な歴史的建造物を地域建造物資産として登録・認定すると
ともに、その保存活用に向けた技術的支援、経済的支援に取り組む。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

市内に残る身近な歴史的建造物を地域建造物資産として登録・認定し、登録資産は計236件、認定資産は計112件（とも
に累計）となった。
登録・認定件数は順調に増えており、身近な歴史的建造物を大切にするという意識も生まれ、登録・認定することにより歴
史的建造物の滅失に歯止めをかける効果を実感することができた。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-18
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

歴史的建造物の登録・認定

平成23年度～

■技術的支援の実績件数 ■経済的支援の実績件数■登録及び認定件数

■登録・認定地域建造物資産（令和５年度登録・認定物件（一部））

認定 第105号

宝亀山 相応寺 本堂

（千種区城山町）

年度 登録 認定 合計

H23 50 35 85

H24 43 16 59

H25 37 6 43

H26 8 4 12

H27 9 0 9

H28 14 0 14

H29 14 7 21

H30 20 1 21

R1 6 10 16

R2 8 4 12

R3 2 5 7

R4 20 10 30

R5 5 14 19

合計 236 112 348

(うち登録→認定) (57) (57)

(うち抹消) (23) (3) (26)

年度 件数

H23 6

H24 9

H25 6

H26 5

H27 6

H28 9

H29 12

H30 4

R1 2

R2 9

R3 1

R4 10

Ｒ5 9

合計 88

年度 件数

H23 2

H24 1

H25 4

H26 3

H27 1

H28 2

H29 0

H30 1

R1 3

R2 2

R3 3

R4 6

R5 7

合計 35

登録 第234号

日本ガイシ㈱ 熱田工場

1号トンネル窯遺構（熱田区六野）

認定 第103号

真宗高田派専修寺名古屋別院

山門・塀（西区那古野）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

歴史的建造物所有者からの様々な相談への対応を一層強化するため、なごや歴まちび
との知識・技術を向上するべくフォローアップ講座の内容を検討している。

状況を示す写真や資料等

市単独事業

地域建造物資産に登録・認定された歴史的建造物の所有者からの申請に基づき、名古屋歴史的建造物保存
活用推進員（なごや歴まちびと）が保存・活用に関する技術的支援を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

　登録地域建造物資産等の歴史的建造物の所有者に対して、名古屋歴史的建造物保存活用推進員（なごや歴まちびと）
の派遣を行い、所有者の相談に応えることで歴史的建造物の保存に繋がっており、歴史的風致の維持向上に寄与してい
る。
　【なごや歴まちびと登録人数】令和5年度末現在：55人　　【派遣件数】令和5年度：９件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

評価軸③-19
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

なごや歴まちびとの派遣

平成23年度～

■建物調査・相談の様子（技術的支援）

■派遣実績

・屋根、土蔵、母屋、門、塀
の補修方法について

・活用に向けた修理計画
について

・耐震診断について
・活用検討のための調査、
間取り図作成 について

など

■過去の主な相談内容■派遣制度の仕組み
年度 件数

H23 6

H24 9

H25 6

H26 5

H27 6

H28 7

H29 12

H30 4

R1 2

R2 9

R3 1

R4 10

R5 9

合計 86

↓令和6年2月7日 『賀城園』下見時の現場写真

↑『志ら玉』下見時の現場写真



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

名古屋城から徳川園に至る「文化のみち」エリアにおいて、拠点施設の管理運営、歴史的建造物の保存・活用
を行うとともに、「歩こう！文化のみち」などの各種イベントを開催する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で
文化のみち施設(文化のみち二葉館・文化のみち橦木館・旧豊田佐助邸・旧春田鉄次郎邸）の活用・管理を行うとともに、「歩こ
う！文化のみち」などの歴史的建造物を活用したイベントを開催した。
文化のみちにある施設が連携し事業を実施することで、回遊性が高まり各施設の認知度の向上や入館者増加に繋がり歴史的
風致の維持向上に寄与している。
【連携事業参加者数】　　　　　　　　　　令和5年度　　令和4年度　　　令和3年度　　　令和2年度　　　令和元年
「歩こう！文化のみち」イベント　　　　　　446人　　　　　431人　　　　　　 　―　　　　    　　　―　　　　　　22,091人
※令和元年度は11月に1日開催した「歩こう！文化のみち」における各施設のイベント参加者数の総計。
※令和2,3年度は新型コロナウィルス感染拡大防止のため中止。
※令和4,5年度の参加者数は、「歩こう！文化のみちクイズラリー」の参加者の内、クイズ回答特典の景品応募者数。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和元年度までは開催期間は1日であったが、新型コロナウイルス流行の終息後、令和4年度よ
り約1ヶ月間の開催期間を設け、各施設で様々なイベントを開催した。期間中を通じたイベントとし
て「歩こう！文化のみちクイズラリー2023」を令和4年度に引き続き5年度も実施した。今後も文化
のみち施設による個々の企画や発信だけでなく、連携した取組みを推進していく必要がある。

評価軸③-20
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

文化のみちの推進

平成11年度～

市単独事業

【実施イベント】

「歩こう！文化のみちクイズラリー2023」
令和5年11月3日～26日
参加者数：446人

文化のみち二葉館 文化のみち橦木館

旧豊田佐助邸 旧春田鉄次郎邸 文化のみちエリア

名古屋陶磁器会館 建中寺

名古屋市役所本庁舎
市政資料館



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業　※国・愛知県指定文化財は、文化財保存事業費関係国庫補助・愛知県文化財保存事業費

状況を示す写真や資料等

指定文化財であるお寺、神社、個人住宅などの歴史的建造物や史跡・名勝といった地域の歴史遺産の保存修
理や管理に要する経費について、補助金を交付する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

名古屋市指定文化財等の保存管理・保存継承のために補助金を交付することで、地域の貴重な文化財の保存が図られ、
歴史的風致の維持向上に寄与している。
（令和5年度市指定文化財等の保存修理事業として4件補助を実施）
（令和2年度実績：5件　令和3年度実績：3件　令和4年度実績：4件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財（天然記念物）の維持が後継者不足などにより年々難しくなっている。

評価軸③-21
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

指定文化財（建造物・史跡等）の保存修理事業

昭和47年度～

○旧旅籠屋伊勢久保存修理事業

〇令和5年度補助金交付一覧
名称 種別 行為

深沢第３号墳 史跡 危険木伐採、除草、樹木剪定、薬剤散布

宝珠院のイヌナシ 天然記念物
枯枝の除去、生育に悪影響を及ぼす枝の除
去、害虫駆除、剪定

旧旅籠屋伊勢久 建造物 保存修理事業

小塚家住宅 建造物 消防設備保守点検、取替、廃棄等の費用



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

以下の支援を行い、まちづくり構想づくりとその実践を推進している。
令和元年度サポート制度活用団体　　６団体　　　　　　令和５年度サポート制度活用団体　　　10団体
令和２年度サポート制度活用団体　　７団体
令和３年度サポート制度活用団体　　４団体
令和４年度サポート制度活用団体　　７団体
進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

地域まちづくりに取組むまちづくり団体が増加傾向にあり、今後も支援を実施し
ていく。
【地域まちづくり活動団体登録：平成29年度　19団体、平成30年度　24団体、令
和元年度　27団体、令和２年度　28団体、令和3年度　30団体、令和4年度33団
体、令和5年度39団体】（平成29年度から登録認定制度運用開始）

【その他の団体の活動】

《ちくさ文化の里づくりの会》
アドバイザー派遣を活用し、地域住民でまちの魅力を再発見するワークショップを開催。
《金山駅前まちそだて会》
アドバイザー派遣を活用し、団体のPR力を強化。
《大曽根まちそだて会議》
アドバイザー派遣を活用し、今後の公共空間活用に向けて実践事例等を学習。

《大杉まちづくり会》
助成を活用し、SNSなどでの情報発信、まちづくり行事の実施、PR用チラシ作成を行う。
《平針学区連絡協議会》
助成を活用し、団体のHPを作成。
《星崎学区連絡協議会》
助成を活用し、『地域まちづくりの構想』を検討、策定し、地域が一体となって活動できる環境づくりを進める。
《藤が丘まちづくり協議会》
助成を活用し、活動を地域へ浸透させ、まちづくりの仲間を巻き込むため、まちづくりワークショップを開催。
《名駅東花車・船入地区まちづくりの会》
助成を活用し、まちづくり構想の更新を図り、高度な構想資料を制作する。

状況を示す写真や資料等

地域で活動する多様な主体（住民、自治会、NPO、商店街、企業、行政等）が集まり、まちの将来像を
話し合うまちづくり協議会等を設置し、その実現に向けた方針をまとめたまちづくり構想を作成したり、
地域の魅力向上や課題対応などの取り組みを主体的にすすめていく「地域まちづくり」を支援していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-22
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

まちづくり協議会等による地域まちづくりへの支援

平成24年度～

市単独事業

≪鶴舞・千種エリアマネジメント協議会≫

助成を活用し、地域住民を巻き込むための
地域に向けたイベントを実施

（写真は令和5年8月5日に開催されたイベント
「ツルマイ・チクサ ミズマツリ」の様子）

◆令和５年度サポート制度を活用し、行われた主な地域まちづくり活動の様子

≪一般社団法人フォーセット名古屋≫

助成を活用し、中川運河の魅力発信と防災が学べる
新しいマルシェイベントを実施

（写真は令和5年11月4日に開催されたイベント
「DRILL/中川運河堀止マルシェ」の様子）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

地域で活動する多様な主体（住民、自治会、NPO、商店街、企業、行政等）が集まり、まちの将来像を
話し合うまちづくり協議会等を設置し、その実現に向けた方針をまとめたまちづくり構想を作成したり、
地域の魅力向上や課題対応などの取り組みを主体的にすすめていく「地域まちづくり」を支援していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-22
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

まちづくり協議会等による地域まちづくりへの支援

平成24年度～

市単独事業

以下の支援を行い、まちづくり構想づくりとその実践を推進している。
令和元年度サポート制度活用団体　　６団体　　　　　　令和５年度サポート制度活用団体　　　10団体
令和２年度サポート制度活用団体　　７団体
令和３年度サポート制度活用団体　　４団体
令和４年度サポート制度活用団体　　７団体
進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

地域まちづくりに取組むまちづくり団体が増加傾向にあり、今後も支援を実施し
ていく。
【地域まちづくり活動団体登録：平成29年度　19団体、平成30年度　24団体、令
和元年度　27団体、令和２年度　28団体、令和3年度　30団体、令和4年度33団
体、令和5年度39団体】（平成29年度から登録認定制度運用開始）

【その他の団体の活動】

《ちくさ文化の里づくりの会》
アドバイザー派遣を活用し、地域住民でまちの魅力を再発見するワークショップを開催。
《金山駅前まちそだて会》
アドバイザー派遣を活用し、団体のPR力を強化。
《大曽根まちそだて会議》
アドバイザー派遣を活用し、今後の公共空間活用に向けて実践事例等を学習。

《大杉まちづくり会》
助成を活用し、SNSなどでの情報発信、まちづくり行事の実施、PR用チラシ作成を行う。
《平針学区連絡協議会》
助成を活用し、団体のHPを作成。
《星崎学区連絡協議会》
助成を活用し、『地域まちづくりの構想』を検討、策定し、地域が一体となって活動できる環境づくりを進める。
《藤が丘まちづくり協議会》
助成を活用し、活動を地域へ浸透させ、まちづくりの仲間を巻き込むため、まちづくりワークショップを開催。
《名駅東花車・船入地区まちづくりの会》
助成を活用し、まちづくり構想の更新を図り、高度な構想資料を制作する。

状況を示す写真や資料等

≪鶴舞・千種エリアマネジメント協議会≫

助成を活用し、地域住民を巻き込むための
地域に向けたイベントを実施

（写真は令和5年8月5日に開催されたイベント
「ツルマイ・チクサ ミズマツリ」の様子）

◆令和５年度サポート制度を活用し、行われた主な地域まちづくり活動の様子

≪一般社団法人フォーセット名古屋≫

助成を活用し、中川運河の魅力発信と防災が学べる
新しいマルシェイベントを実施

（写真は令和5年11月4日に開催されたイベント
「DRILL/中川運河堀止マルシェ」の様子）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

国の重要文化財に指定されている名古屋城旧本丸御殿障壁画等を参考に、400年前の鮮やかな色を
蘇らせるべく、描かれた当時の状態を再現する「復元模写」を制作し、本丸御殿復元時に御殿内に取
り付けて展示する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成27年度は、上洛殿三之間の壁貼付絵や襖絵、上段之間の天井板絵など43面を制作した。
平成28年度は、鷺之廊下の壁貼付絵、上洛殿上段之間の天井板絵など44面を制作した。
平成29年度は、上洛殿松之間の襖絵や上洛殿三之間の天井板絵など48面を制作した。
平成30年度は、上洛殿松之間の壁貼付絵や上洛殿一之間の天井板絵など35面を制作した。
令和元年度は、上御膳所御上段の壁貼付絵や上洛殿一之間の天井板絵など52面を制作した。
令和2年度は、湯殿書院上段之間の襖絵や上洛殿一之間の天井板絵など42面を制作した。
令和3年度は、湯殿書院上段之間の壁貼付絵や湯殿書院上段之間の天井板絵など47面を制作した。
令和4年度は、湯殿書院二之間の壁貼付絵や上洛殿一之間の天井板絵など54面を制作した。
令和5年度は、湯殿書院二之間の壁貼付絵や上洛殿一之間の天井板絵など38面を制作した。
制作した障壁画を本丸御殿に展示し、名古屋城の歴史的魅力の向上が図られ、歴史的風致の維持向上に寄与
している。
進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

史実に忠実な障壁画復元模写の制作のため、重要文化財障壁画の熟覧等を行
いながら事業を進める。

評価軸③-23
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城本丸御殿障壁画復元模写

平成4年度～

市単独事業

【令和5年度 制作画面（一部）】

湯殿書院二之間

壁貼付絵

上洛殿一之間天井板絵

令和 5年度末 進捗率 72％ (1,325面中948面完了）

作業風景

（単位：面）
制作実績 襖絵等 天井 合計
H4～R4 498 409 907
R5 17 24 41
合計 515 433 948
※先行制作した模写の購入面も含む



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

状況を示す写真や資料等

国の重要文化財に指定されている名古屋城旧本丸御殿障壁画について、絵の具の剥落、虫害、下地
の傷みなど損傷を生じているものを順次修理し、保存・継承を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成26年度は、上洛殿の天井板絵29面の保存修理を行った。
平成27年度は、上洛殿の天井板絵28面の保存修理、表書院等の襖絵16面の点検修理を行った。
平成28年度は、上洛殿の天井板絵28面の保存修理、上洛殿の襖絵8面、玄関等の杉戸絵8面の点検修理を行っ
た。
平成29年度は、上洛殿の天井板絵26面の保存修理、玄関の障子腰貼付絵など18面の点検修理を行った。
平成30年度は、上洛殿の天井板絵25面の保存修理、上洛殿や表書院の襖絵など16面の点検修理を行った。
令和元年度は、上洛殿の天井板絵29面の保存修理、黒木書院や玄関の襖絵15面の点検修理を行った。
令和2年度は、上洛殿の天井板絵26面の保存修理、対面所の襖絵12面の点検修理を行った。
令和3年度は、上洛殿の天井板絵28面の保存修理、対面所の襖絵など14面の点検修理を行った。
令和4年度は、上洛殿の天井板絵27面の保存修理、対面所の襖絵など17面の点検修理を行った。
令和5年度は、上洛殿の天井板絵27面の保存修理、対面所の襖絵など16面の点検修理を行った。
重要文化財である名古屋城本丸御殿障壁画の保存修理を行うことで、貴重な文化財の保存・継承することによ
り、名古屋城の歴史的魅力の向上が図られ、歴史的風致の維持向上に寄与している。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後の展示・貸し出しの予定を勘案し、計画的に修理を行う。

評価軸③-24
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋城旧本丸御殿障壁画保存修理

昭和61年度～

文化資源活用事業費補助金

【令和5年度 修理画面（一部）】

上洛殿一之間天井板絵（修理後）

御湯殿書院一之間扇面流図92-261（修理後）

上洛殿三之間天井板絵（修理後）

上洛殿一之間花車図60-197（修理後）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

　　　　

○文学関係企画展
〈令和4年度〉
・「虹色のクレヨン王国～福永令三の児童文学展～」６月１日～７月１８日　期間中入場者数2,489人
・「児童文学リバイバル展　名古屋・愛知の昔話」８月３日～９月４日　期間中入場者数1,032人
・「朗読　江戸川乱歩を読む」８月２１日　期間中入場者数85人
・「愛知の美味しい文学展」１０月５日～１１月３０日　期間中入場者数5,635人
・「現代詩の母・永瀬清子と現代詩の長女・茨城のり子」２月５日～３月５日　期間中入場者数2,937名
〈令和5年度〉
・「小谷剛―＜作家＞を育てた作家―」　5月31日～７月２日　期間中入場者1,654名
・「児童文学リバイバル展　 宗田理作品を読もう！」　８月１日～９月３日　期間中入場者1,127名
・「没後10年   連城三紀彦展―花・幻・謎―」　10月５日～11月30日　期間中入場者5,223名
・「辻真先　ワンダーランド」２月４日～３月10日　期間中入場者3,757名

評価軸③-25
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

郷土ゆかりの文学資料室

平成17年度～

市単独事業

状況を示す写真や資料等

郷土ゆかりの文学資料が時代とともに散逸することを防ぐため、文化のみち二葉館（旧川上貞奴邸）の一部を
活用して、郷土ゆかりの文学資料の保管・展示を行うことにより、市民文化の振興に寄与する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

○市民や文学関係者が保有する文学資料について、その保存状態や歴史的価値を調査した。
　〈令和3年度〉金子光晴氏寄贈資料（85点）、小谷剛氏寄贈資料（25点）春日井建氏寄贈資料（2点）岡井隆氏寄贈資料（1点）
　〈令和4年度〉山中散生、尾崎久弥、亀山巌等昭和初期中部圏詩人資料（1,281点）、渡辺露亭・国枝史郎資料（36点）、春日井建氏資料（11点）、現代
中部圏作家資料（98点）
　〈令和5年度〉大正〜昭和初期中部圏詩人資料（266点）、直木賞作家藤井重夫氏資料（82点）、城山三郎氏、連城三紀彦氏資料・動画資料
   （30点）、評論家清水信氏・作家小谷剛氏資料（27点）、連城三紀彦氏・中部圏現代作家資料（53点）
○収蔵資料や折々のテーマに基づいた企画展及び関連催事の開催し、市民等の歴史的風致に対する認識の向上に寄与した。
　〈令和3年度〉岡井隆の歌業 没一年を偲んで、江戸川乱歩と小酒井不木展、名古屋ゆかりの芥川賞・直木賞作家展、城山三郎展
  〈令和4年度〉福永令三の児童文学展、民話リバイバル展、朗読　江戸川乱歩を読む、愛知の美味しい文学展、永瀬清子と茨城のり子展
  〈令和5年度〉名古屋発同人誌「作家」と小谷剛展、児童文学リバイバル展、小説家 連城三紀彦展、脚本・ミステリー作家 辻真先展

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文学資料の調査・保存について今後も継続実施するとともに、さらに多くの方々に施設
に訪れていただき、興味を持っていただけるよう、今後もインターネットを活用するなどよ
り効果的な周知方法と、五感で楽しめ知識となりうる展示を検討していく。

○文学資料（寄贈品）の調査・保存
<令和4年度>
・山中散生、尾崎久弥、亀山巌等昭和初期中部圏詩人資料…直筆原稿、直筆書簡、直筆絵画はじめ1281点
・渡辺露亭・国枝史郎資料…初版書籍36点
・春日井建氏資料…所蔵絵画、直筆絵画はじめ11点
・現代中部圏作家資料…太田忠司氏、水生大海氏書籍98点
<令和5年度>
・大正〜昭和初期中部圏詩人資料（266点）…亀島氏、佐藤一英氏、丸山静氏、浅野紀美夫氏等直筆原稿、
書簡、貴重書籍
・直木賞作家藤井重夫氏資料（82点）…直筆書簡、原稿、制作物、貴重書籍
・城山三郎氏、連城三紀彦氏資料・動画資料（30点）…城山氏公演時撮影動画と書簡、写真、連城氏自著
朗読スタジオ撮影
・評論家清水信氏・作家小谷剛氏資料（27点）…直筆書簡、貴重冊子
・連城三紀彦氏・中部圏現代作家資料（53点）…著者サイン入り書籍

調査対象資料抜粋

辻真先 ワンダーランド展 小谷剛―＜作家＞を育てた作家―



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-26
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

水上交通ネットワークの検討

平成23年度～

市単独事業

状況を示す写真や資料等

中川運河、堀川及び名古屋港を連絡し、熱田、名古屋城及びささしまライブ24などの歴史資産や拠点をめぐる
新たな水上交通網の実現を目指す。熱田の宮の渡しと桑名の七里の渡しを結ぶ東海道唯一の海路である七
里の渡しの復活に向けて、民産学官の観光舟運に関する情報共有と連携強化を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

中川運河水上交通定期運航・分析を引き続き実施

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

PR強化や企画商品の造成などにより利用者数の底上げを図りながら、引き続き運航を
継続実施する

【運航ルート】

【Ｒ５年度運航状況】

長良橋より

中川口通船門

令和5年度乗船者数：11,647人

（令和4年度：10，014人）

な ご や 堀 川 ク ル ー ズ
運航:春・秋

（土日祝休日）
区間:名古屋城前―納屋
橋

持続的な運航に向けた
モデルの試行



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度

現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業

評価軸③-27
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

「ものづくり文化の道」推進事業

平成13年度～

名古屋駅北東に位置する西区の南部地域を「ものづくり文化の道」とし、ものづくりを中心としたこの地域の魅力
を産業観光、産業振興、商店街の活性化といった産業面のみならず、歴史的な価値を有する建造物や町並み
の保存・活用を図りながら高め、その魅力を地域の内外に発信していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

場所 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

●当該地域の「ものづくり文化」に触れてもらうために、体験や展示などが楽しめる「ものづくり文化の館」を開催した。
〇mozo ワンダーシティ会場
日時：令和5年8月26日（土）午前11時～午後4時
内容：名古屋友禅染体験・実演、レザークラフト体験、名古屋黒紋付染体験・販売、名古屋扇子体験・販売
参加人数：125人（参考：令和4年度170人、令和元年度150人）
アンケートでは、参加者全員が内容について「とても良い」、「良い」と答えるなど好評であった。
〇区民まつり会場
日時：令和5年11月3日（金・祝）午前10時～午後3時
内容：名古屋友禅染・革工芸品・名古屋黒紋付染・名古屋扇子の販売、屋根神文化の紹介
●当該地域の「ものづくり文化」に触れてもらうために、スポットでのガイドや伊藤家住宅での大正琴演奏会などを実施する
まちあるきイベント「歩いて知る西区　ものづくり文化の道を行く」を初めて開催した。
アンケートでは、86％の参加者がよかったと答えるなど好評であった。
日時：令和6年3月3日（日）
内容：一部スポットでの解説付きまちあるき、大正琴演奏会・伝統工芸品展示（伊藤家住宅）、謎解き、ボッチャ・ディスゲッ
ター体験会
参加人数：75人

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後も事業を継続し、この地域の盛上げや魅力発信を行い、経常的に地域を訪れる人
を増やしていくことが課題である。

状況を示す写真や資料等

　「ものづくり文化の道」マップ

3月3日（日）歩いて知る西区 ものづくり文化の道

を行く 大正琴演奏会（伊藤家住宅前）

8月26日（土）ものづくり文化の館

レザークラフトの様子

（mozo ワンダーシティ）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後も継続して、市民グループと協議しながら魅力を発信していく。

状況を示す写真や資料等
　
 

 
　

 
　
 

進捗状況　※計画年次との対応

・令和元年10月27日（日） 第24回堀川文化歩こう会「飯田街道界隈を歩く」を開催。参加者40名
・令和元年11月17日（日） 第44回堀川文化講座「怪談としての乱歩文学を斬る～名古屋都市伝説を中心に～」を開催。終
了後「おから猫ドーナツ」を参加者に配布。参加者90名
・令和2年3月　中区歴史紙芝居動画を作成

およそ400年前の清須越以来、名古屋の中心で脈々と伝えられてきた中区の魅力を市民グループと協働で発信
し、中区の成り立ち・歴史・文化をいまに伝える。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-28
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

中区の成り立ち・歴史・文化をいまに伝える事業

平成25年度～

市単独事業

歩こう会の様子

講演の様子

【文化講座の概要】
中区の北部は名古屋城下町で徳川家康公ゆかりの地。
講演は、1600年代前半の名古屋の歴史を尾張徳川家
の殿様やお姫様を中心に、写真やイラストを見せなが
ら小学生にもわかるように講師が解説した。
参加者は、初めての方が7割を超え、女性の参加者が
多かった。

アンケート結果（回答者97）

・男性43名 女性46名 不明8名
・参加の回数について＝はじめて75.3%
・参加のきっかけ＝テーマに興味64.9%
・評価＝とてもよかった71.9%

第47回堀川文化講座「どうする名古屋 どうする家康」

第28回堀川文化歩こう会｢家康と尾張徳川家ゆかりの地を訪ね

【歩こう会の概要】
・テレビドラマの影響もあってか申込者が多数となり、
定員を増やした。

アンケート結果（回答者97）

・参加の回数について＝はじめて72.5%
・参加のきっかけ＝テーマに興味70.0%
・評価＝とてもよかった40.0%、よかった47.5%



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載している
内容

熱田区役所1階に「熱田区歴史資料展示コーナー」を設け，故福島重夫氏等から寄贈された歴史資料を展示す
る。
【資料展示の経緯】
区の特色を出した事業として，当時熱田生涯学習センターに所蔵されていた福島氏の資料を区役所に展示する
という計画が上がり，展示コーナーが設置された。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

評価軸③-29
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

熱田区役所における歴史資料展示

平成22年度～

市単独事業

コロナ禍以前の状況に戻し，例年同様年2回の展示替えを行った。
歴史資料の分類整理について，展示替え作業と並行して保存，管理を行った。
認知度を高めるため，ホームページ，チラシ，ポスター等を活用し，周知を行った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

課　　　題：熱田区歴史資料展示コーナーの認知度を高めること
対応方針：庁舎内の案内表示やホームページの充実

状況を示す写真や資料等

第25回展示「吉田初三郎と鳥瞰図」
令和5年4月3日～令和5年9月25日

展示物の様子１
展示物の様子２

第26回展示「絵馬と馬の塔」
令和5年9月27日～令和6年3月25日

展示の様子１ 展示の様子２

アンケート回収 21名

【展示内容について】

よかった・・・・・・・ 16名

ふつう・・・・・・・・・ 5名

アンケート回収 31名

【展示内容について】

よかった・・・・・・・ 25名

ふつう・・・・・・・・・ 6名



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

市単独事業　（名古屋市、愛知県、名古屋商工会議所を構成員とする名古屋まつり協進会で実施）

状況を示す写真や資料等

昭和30年に戦災復興を祝して始まり、山車揃や郷土英傑行列など名古屋の歴史にちなむ催しも多い名古屋ま
つりを継続して開催する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

名古屋まつりを開催し、多くの市民及び本市来訪者等に、市の伝統・文化・魅力に触れていただくなど、歴史的風致の維持
向上に寄与した。
令和5年（第69回）名古屋まつりは10月20日(土)・21日（日）を中心に開催。

　【例年の主な事業】
　・郷土英傑行列を始めとした行列
　・久屋大通公園を中心とした会場行事
　【人出】
　令和 5年度　167万人
　令和 4年度　125万人（新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、規模を縮小し、感染防止策を徹底しながら開催）
　令和 3年度 　中止（新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止）
　令和 2年度   中止（新型コロナウイルス感染症拡大の影響により中止）
　令和元年度　153万人（雨天のため、土曜日の行列を中止）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和5年度は、行列途中での演技の復活や、4年ぶりに山車揃や子ども会みこしパレー
ド、郷土英傑行列の少年鼓笛隊が行列に参加するなど、縮小のない名古屋まつりを実
施した。

評価軸③-30
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋まつり

昭和30年度～

行列行事：郷土英傑行列

（令和5年10月20日）

行列行事：山車揃

（令和5年10月21日）

会場行事：久屋大通公園会場

（令和5年10月20日）

イベントマップ

（令和5年10月20日・21日）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

指定文化財である山車祭り等、地域の民俗芸能・伝統行事の継承や山車などの保存修理 等について補助す
る。また、市内遺跡から出土した遺物を展示し、公開活用する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

・市内の無形文化財や民俗文化財の継承のために必要な用具の修理・新調および練習等に係る補助を行うことで、民俗
芸能・伝統文化の継承や後継者の育成を行うことができた。
　補助件数
○令和3年度18件（山車の保存・修理等に対する補助14件（うち後継者育成事業に対する補助1件）
　　　　　　　　　　　　山車以外の民俗文化財等に対する補助4件）
○令和4年度16件（山車の保存・修理等に対する補助11件（うち後継者育成事業に対する補助1件）
　　　　　　　　　　　　山車以外の民俗文化財等に対する補助5件）
○令和5年度21件（山車の保存・修理等に対する補助17件（うち後継者育成事業に対する補助3件）
　　　　　　　　　　　　山車以外の民俗文化財等に対する補助4件）
・名古屋の歴史や文化の魅力を紹介する観光情報アプリ「なごや歴史探検」の運用を図った。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

専門家による現地での現況確認・修繕方法の指導などを通じて、文化財の保存技術の
向上を図っていく。

市単独事業　※文化遺産を活かした地域活性化事業・愛知県文化財保存事業費、文化財保存事業費国庫補助

評価軸③-31
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

山車祭り等の伝統行事の継承事業や山車などの保存修理事業、
及びわくわく文化財普及事業など文化財公開活用事業

昭和47年度～

○守山区大森共存会所蔵の馬道具修理
祭礼時に馬を飾り付ける馬道具の修理について検討する様子 （刺繍内部の状態確認）

〇市内遺跡の出土遺物展示
中区の大須二子山古墳出土遺物を体感！しだみ古墳群ミュージアムで展示した。

〇アプリ「なごや歴史探検」 期間内登録者数（令和5年4月～令和6年3月）

新規登録者数 5646（内訳：日本語4898、英語295、中文簡体168、中文繁体237、韓国語48）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

評価軸③-32
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

伝統産業若手育成事業助成

平成5年度～

市単独事業

伝統産業に従事する人材の定着の促進を図るため、その若手技術者を育成する市内企業に対して補助金の
交付を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「伝統産業若手技術者育成事業費補助金交付要綱」に基づき、名古屋伝統産業協会会員団体に所属する市内企業に対
し補助金を交付した。（同協会は昭和54年に市内伝統産業の産地組合により設立。構成：12業種11団体）
・令和３年度補助金交付件数：６件　　・令和４年度補助金交付件数：６件 　・令和５年度補助金交付件数：７件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後も伝統産業を担う人材の支援を通じ、産業の伝承・発展を促進していく。

状況を示す写真や資料等

19世紀にオランダ船がもたらした七宝焼の皿を研
究し、銅の地金に金属線などを植え付けて下絵と
し、釉薬を差す技法を考案した。その後、釉薬の
改良や技法の発展により、19世紀後半には代表
的な輸出工芸品となった。

（補助金交付団体名）
尾張七宝協同組合

【名古屋桐箪笥】

【名古屋の伝統産業】

・有松・鳴海絞 ・名古屋節句飾 ・木桶 ・七宝 ・名古屋桐箪笥 ・名古屋扇子
・名古屋提灯 ・名古屋仏壇 ・名古屋友禅 ・名古屋黒紋付染 ・和蝋燭 ・尾張仏具

【補助金交付団体の活動例】

 

江戸期より名古屋城下において、下級武士の

内職として興る。木製漆塗り製品を中心とし、製造

におけるそれぞれの作業が独立した職人たちに

よって行われる点が特徴。

仏具以外にも神具、祭礼具などの製造も行う。

（補助金交付団体名）

尾張仏具技術保存会

【尾張仏具】 

【尾張七宝】 

約４００年前の名古屋城築城のため、全国各地か

ら集まった職人が定着し、箪笥等を製造するよう

になったのが始まりと言われている。良質な桐材

の産地でもある飛騨が近い名古屋では、気品があ

り機能的にも優れた桐箪笥が作り続けられている。

（補助金交付団体名）
名古屋桐箪笥組合



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-33
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

伝統産業新商品開発事業助成

平成5年度～

市単独事業

状況を示す写真や資料等

伝統産業製品の新たな需要開拓を図るため、市内伝統産業の業界団体が行う現代感覚にあった新商品開発
事業に対して補助金の交付を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「伝統産業新商品開発事業費補助金交付要綱」に基づき、名古屋伝統産業協会会員団体に対し補助金を交付した。（同
協会は昭和54年に市内伝統産業の産地組合により設立。構成：12業種11団体）
・令和３年度補助金交付件数：２件　・令和４年度補助金交付件数：２件　・令和５年度補助金交付件数：１件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後も現代ニーズに合った商品開発の支援を通じ、産業の伝承・発展を促進していく。

【名古屋仏壇】

江戸時代中期、元禄年間より製造が始まったとされる。
名古屋仏壇は台の部分が高く、宮殿御坊造を代表とした豪華な構造が特徴。

・補助金交付団体名 名古屋仏壇商工協同組合
・新商品名 「新型13号真宗大谷派」



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

 

状況を示す写真や資料等

・補助金交付団体名
　　愛知県絞工業組合
・事業内容
　　パンフレット作成

・補助金交付団体名
　　わざもん衆
・事業内容
　　ホームページリニューアル

・補助金交付団体名
　　名古屋仏壇商工協同組合
・事業内容
　　ホームページ制作

・補助金交付団体名
　　名古屋友禅黒紋付協同組合連合会
・事業内容
　　展示会出展

伝統産業製品に対する需要を喚起するため、広く消費者に伝統産業製品のPRをするイベントの出展経費及び
PRのための冊子・パンフレット等を作成する経費等に対して補助金の交付を行う。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「伝統産業製品ＰＲ事業補助金交付要綱」に基づき、名古屋伝統産業協会会員団体に対し補助金を交付した。（同協会は
昭和54年に市内伝統産業の産地組合により設立。構成：12業種11団体）
・令和３年度補助金交付件数：０件（第38回伝統的工芸品月間国民会議全国大会の愛知県開催対応及び新型コロナ影響
のため、申請なし）
・令和４年度補助金交付件数：８件（展示会等出展：３件、PR冊子等作成：５件、体験教室等：０件）
・令和５年度補助金交付件数：５件（展示会等出展：２件、PR冊子等作成：３件、体験教室等：０件）

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

今後も伝統産業製品のPR支援を通じ、産業の伝承・発展を促進していく。

評価軸③-34
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

伝統産業製品PR事業助成

平成14年度～

市単独事業



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

総合的な市民文化芸術の祭典として、毎年、10月・11月の2ヶ月間にわたって、主催事業とコンテスト方式の参
加公演事業を実施する。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

名古屋市民芸術祭2023参加公演事業では、音楽・演劇・舞踊・伝統芸能などの4部門で参加を募り、特に優秀な公演に対して市民
芸術祭賞を、特に表彰に値する公演に市民芸術祭特別賞を授与した。

（伝統芸能部門　参加公演数：R2は6公演、R5は5公演、R4,R3,R1,H29,H28は4公演、H30は3公演　　市民芸術祭賞：
R5,R4,R1,H30,H29は1公演、R3,H28は該当なし
　市民芸術祭特別賞：R5,R3,R1,H30,H29,H28は1公演、R4は該当なし）
※令和2年度については、芸術祭賞、特別賞の選定を行っていない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

参加公演を広く募るため、SNSで発信するなど市民芸術祭の認知度向上に努める。ま
た令和６年度よりメールでの受付を可能にするなど申込者の利便性を高める。

市単独事業

評価軸③-35
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋市民芸術祭

平成2年度～

●参加公演事業（伝統芸能部門）

令和5年度（参加公演数 5公演）

・市民芸術祭賞「第八回 逢の会」（参加者415人）

・市民芸術祭特別賞 玉城流扇寿会琉球舞踊 第二回 山川昭子独演会「舞～時代を嬰る」（参加者499人）

（技芸賞）

令和4年度（参加公演数 4公演）

・市民芸術祭賞「竹本知子 箏リサイタル2022」（参加者158人）

・市民芸術祭特別賞 該当なし

令和3年度（参加公演数 4公演）

・市民芸術祭賞 該当なし

・市民芸術祭特別賞 「登龍亭獅鉃 らくご芝居『新・中村仲蔵』」 （参加者94人）

（チャレンジ賞）

「第八回 逢の会」

日程：11月23日（木・祝）
会場：名古屋能楽堂

写真

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

市民芸術祭賞 0 1 1 1 0 1 1

市民芸術祭特別賞 1 1 1 1 1 0 1

4 4 5

※令和2年度については、芸術祭賞、特別賞の選定を行っていない

(参考)

伝統芸能部門

参加公演
4 4 3 4 6



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内容

評価軸③-36
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

なごや子どものための巡回劇場

昭和55年度～

市単独事業

状況を示す写真や資料等

次代を担う子どもたちを対象に、伝統芸能・人形劇・児童劇・交響楽・バレエなどを身近な生活圏において、低料
金で楽しんでもらうため、文化小劇場や区役所講堂・ホールを会場に、各区を巡回して公演を行っている。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

令和5年度は伝統芸能分野の公演の実施していない。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

令和5年度は伝統芸能分野の公演は行わなかったが、令和6年度については実施予定
である。子どもたちにとっては、数少ない伝統芸能に触れる機会であるため、より多くの
方にご来場いただけるよう、実演団体等と引き続き協力していく。

令和5年度については伝統芸能分野の実施なし。※隔年で実施しており、令和5年度は実施なし。

※参考
【令和4年度 伝統芸能公演】
公演団体・公演名：狂言共同社「狂言がやってきた！」
日時、場所：8月4日（木） 名東文化小劇場
日時、場所：8月10日（水） 北文化小劇場

（各日2回公演）

【令和２年度 狂言の動画配信】
新型コロナウイルス感染拡大防止の影響により、
公演を中止、代替策として無観客上演を収録。
Youtube事業団公式チャンネル等で配信した。

【平成３０年度 伝統芸能公演】
公演団体・公演名：狂言共同社「狂言がやってきた！」
日時、場所：3月27日（水） 昭和文化小劇場
日時、場所：3月28日（木） 中村文化小劇場

（各日2回公演）

（令和４年度の様子）

（令和２年度の様子）



進捗評価シート （様式１-３）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

■実施済
□実施中
□未着手

事業期間

支援事業名

計画に記載
している内

容

３　映画を自分たちで創る団体が自らの
作品を市内の会場で発表する上映会

４　音楽・演劇・舞踊・伝統芸能等の舞台
芸術及び映画の鑑賞団体が、構成員自
らの自主性に基づく企画で市内の会場を
使用して行う鑑賞会

会場使用料の２分の１以内の額。ただし、
１５万円を限度とする。

５　芸術文化団体が政令指定都市または
東京都特別区で実施する上記１～３の事
業（他都市事業）で、その前後６月以内
に、事業の事前周知又は成果の発表の
ために行う同種の市内事業を伴うもの
（都市交流事業）

　上記１は会場使用料の２分の１以内の
額。２、３は会場使用料以内の額または
事業総経費の２分の１のうち、いずれか
低い額。ただし、他都市事業及び市内事
業それぞれが１５万円を限度とする。

会場使用料以内の額または事業総経費
の２分の１のうち、いずれか低い額。ただ
し、１５万円を限度とする。

２　絵画・書・彫塑・工芸・写真等の美術創
造団体が、構成員自らの作品を市内の会
場で発表する展覧会

○補助対象となる団体
　音楽・演劇・舞踊・伝統芸能・美術・映画等の芸術文化の領域において、組織的、継続的に創造・鑑賞及び研究
活動を行い、当該年度の4月1日現在で、創立3年以上を経過し、直近3年間で1回以上名古屋市内での自主文化
活動実績がある団体
○補助対象となる事業
　当該年度の4月1日から3月31日までに実施される（全事業が完了するもの）、広く市民を対象にした市内公開事
業、政令指定都市等で実施する事業で、営利を目的としないもののうち、下記表の左欄に該当するもの
○補助対象とならない事業
　①政治的または宗教的な事業　②稽古ごと・習いごと等のおさらい会や発表会　③チャリティー事業　④名古屋
市から助成金を得て実施される事業　⑤文化芸術団体以外との共催事業　⑥名古屋市外の会場で行う事業　等

補助対象となる事業 補助金の額

１　音楽・演劇・舞踊・伝統芸能等の舞台
関係の創造団体が、構成員自らの出演
による舞台公演を市内の会場で行う場合

会場使用料の２分の１以内の額。ただし、
１５万円を限度とする。

状況を示す写真や資料等

伝統芸能の活動団体など、市内を活動の基盤とする芸術文化団体の日常活動の成果発表事業の経
費の一部を助成することにより、市民の芸術文化活動の振興を図る。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

伝統芸能分野（鑑賞団体への助成実績）
令和5年度　０件、令和4年度　0件、令和3年度　0件、令和2年度　0件、令和元年度　0件、平成30年度　１件、平
成29年度　2件
音楽分野（邦楽）助成実績
令和5年度　０件、令和4年度　0件、令和3年度　0件、令和2年度　0件、令和元年度　0件、平成30年度　１件、平
成29年度　2件

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

伝統芸能の分野については、毎年申請が少ない状況にある。補助年限が連続3年までと決まって
いるため、長く活動している団体は既に交付年限が切れてしまっていることが多く、伝統芸能の分
野で新興団体が少ないことが理由として考えられる。また、本助成は、令和4年度より、名古屋版
アーツカウンシルの新たな助成制度において課題を踏まえた対応している。（なお、アーツカウンシ
ル移行期間を見据え、令和2年度より新規募集は行っていない。）

進捗状況　※計画年次との対応

市単独事業

評価軸③-37
歴史的風致維持向上施設の整備及び管理に関する事項

項目

名古屋市芸術文化団体活動助成

昭和48年度～



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

・かつての農村地域で伝えられる山車行事について調査事業を実施した。
・戸田祭りは大祭(４年に一度）ではない年に実施される「提灯祭り」を調査した。
・大森天王祭は新型コロナウィルスの影響を受ける以前の形での状況を調査した。
令和5年度調査実績
戸田祭り：51
大森天王祭：10

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

文化財調査、文化財指定を通じて、文化財を後世に引き継いでいく。

状況を示す写真や資料等

進捗状況　※計画年次との対応

評価軸④-1
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財調査、市町村による文化財指定、保存管理（活用）計画の策定・見直しなど

重点区域内に残る市指定文化財の山車などの保存及び活用を引き続き支援していく。また、志段味地区を重
点的に施策を展開し、主要な古墳については、史跡指定を検討し、保存を担保するとともに、基本計画の策定
を進めていく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

【名古屋農村地域の山車行事調査】 調査期間 令和4年度～令和6年度
・戸田祭り（中川区）及び大森天王祭（守山区）について、所蔵資料や祭礼の実施・準備状況の調
査を実施。

戸田祭り（戸田三之割山車）の実施状況の調査 大森天王祭の準備状況調査（しめ縄作り）



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

評価軸④-2
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財に関する事業（修理・修景、復元等）、文化財の周辺環境（道路・博物館等施設）に関する事業な
ど

・「歴史の里」整備事業（古墳等の整備）
・「歴史の里」整備事業（全体ネットワーク化事業）　など

状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

「歴史の里」整備事業については、平成31年4月にガイダンス施設「体感！しだみ古墳群ミュージアム」がオープンした。来
館者数の推移は、令和元年度154,591人、令和2年度83,338人、令和3年度112,844人、令和4年度104,064人、令和5年度
98,629人となっている。今後も引き続き、全体ネットワーク化を図るための案内板、サイン等の整備・維持管理、および古墳
等の整備を実施していく。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

古墳整備箇所等について定期点検を実施しているが、劣化し、補修が必要な個所が発
生してきており、順次対応を進めている。

○「歴史の里」整備事業（古墳等の整備）

ガイダンス施設の外観

ガイダンス施設 【体感！しだみ古墳群ミュージアム】

〇延べ床面積 1,560㎡

○主な居室 展示室・収蔵庫、 体験活動室、キッズコー

ナー「こどもこふん」、カフェレストランなど

ガイダンス施設 キッズコーナー「こどもこふん」

○「歴史の里」 古墳説明サインの補修

補修前

補修後



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

　
状況を示す写真や資料等

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

指定文化財建造物の件数が非常に多いため、順次ローテーションを図りながら巡視を継続
し、防犯設備の充実を働きかける必要がある。

   文化財施設・所有者のうち、文化財防火デーに合わせて市内で複数施
設を抽出し、市消防署及び自衛消防団と協力・連携して防災訓練及び消
防施設・防犯設備の査察を実施している。
   また、市文化財パトロール員を活用し、志段味地区の古墳を含めた市
内に存する文化財を定期的に(年３回)巡視し、災害等の報告を受けた場
合はすぐに対応して文化財の保護・管理に努めている。

評価軸④-3
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

・防災・防犯に関する事業（防火・防犯のための施設設備の設置・改修等）
・文化財防火デー等の防災訓練の取組

指定文化財に設置された消防設備の確認や防火訓練、防犯設備や防犯体制についての確認、志段味地区の古
墳の安全管理施設の整備等、文化財パトロール員の巡視等

文化財防災デー（令和６年１月２５・２６日）における防災訓練の実施

【令和５年度 文化財防災デー消防訓練実施施設（計１０施設）】

覚王山日泰寺（千種区）、味鏡山天永寺護国院（北区）、名古屋市役所本庁舎(中区)、八事山興正寺(昭和区)、東

山荘(瑞穂)、熱田神宮上知我麻神社（熱田区）、富部神社（南区）、龍蟠山瑞泉寺(緑区)、貴船社(名東区)、
針名神社（天白区）

＜八事山興正寺＞ 【放水訓練】

＜覚王山日泰寺＞ 【放水訓練】

【消火栓による消火訓練】

＜名古屋市役所本庁舎＞

【屋上救助訓練と放水訓練】

査察実施数 巡視回数
(各区消防訓練実施数) (訓練視察箇所)

令和５年 10 3
令和４年 12 3
令和３年 15(8) ※ 1
令和２年 13 3

※ 「まん延防止措置」発令により、7か所中止。

年度



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

状況を示す写真や資料等

評価軸④-4
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

文化財に関する普及・啓発の取組、民間団体への助成・支援（保存会への支援、用具の修理、担い手の
育成等）、民間団体と連携・協力した取組、民間団体が実施した取組等

・「歴史の里」整備事業（全体ネットワーク化事業）
・「歴史の里」整備事業（公開活用事業）
・山車祭り等の伝統行事の継承事業や山車などの保存修理事業、及びわくわく文化財普及事業など文化財公
開活用事業　など

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

平成31年4月に「歴史の里」整備事業のガイダンス施設「体感！しだみ古墳群ミュージアム」がオープンした。来館者数の推
移は、令和元年度154,591人、令和2年度83,338人、令和3年度112,844人、令和4年度104,064人、令和5年度98,629人となっ
ている。
山車祭り等の伝統行事の継承事業や山車などの保存修理事業について補助件数は令和5年度21件となった。
（参考）令和3年度補助件数：18件
　　　　令和4年度補助件数：11件

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

引き続き、体感！しだみ古墳群ミュージアムをはじめとした志段味古墳群歴史の里へ多
くの方に来訪していただけるよう、様々なイベントを実施していく必要がある。

埴輪はこび体験

山車からくり（蓮台）と人形衣装の状態確認

（修理補助）

体感！しだみ古墳群ミュージアム イベント

お庭に埴輪プロジェクト

山車の保存修理事業

山車の車輪・車軸修理状況確認（修理補助）



進捗評価シート （様式１-４）

評価対象年度 令和5年度
現在の状況

□実施済
■実施中
□未着手

計画に記載
している内容

　　　

令和４年度：文化財保護法第93条に基づく届出提出の啓発チラシを、住宅都市局建築審査課等の関係機関に配布（①）。名古屋市公式ウェブサイト
に埋蔵文化財の取り扱いに関する説明ページを掲載（①）。個人住宅建築に伴う発掘調査の実施（清水寺遺跡発掘調査）（②）。
三之丸天王坊試掘調査（③）、名古屋城表二の門発掘調査（④）、名古屋城二之丸庭園発掘調査（⑤）、名古屋城二之丸庭園発掘調査（⑥）、志段味
古墳群の発掘調査（西大久手古墳の周濠）　（⑦）

実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

■計画どおり進捗している
□計画どおり進捗していない

埋蔵文化財包蔵地における文化財保護法の手続きを、より周知していく必要がある。

状況を示す写真や資料等

評価軸④-5
文化財の保存又は活用に関する事項

項目

埋蔵文化財の取り扱いに関する方針（具体的な計画）

・埋蔵文化財包蔵地についての周知及び開発との適切な調整（①・②）
・市内での開発行為における住宅都市局建築審査課との連携（①）
・名古屋城跡・志段味古墳群の発掘調査など（②～⑦）

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

①埋蔵文化財届出
啓発チラシ

②個人住宅建築に伴う発掘調査（清水寺遺跡2023.5.1）

⑦志段味古墳群の発掘調査（西大久手古墳の周濠2023.08.02）

③三之丸天王坊試掘調査(2023.12.1）

⑥名古屋城二之丸庭園発掘調査

④名古屋城表二の門発掘調査（2023.9.20）

⑤名古屋城二之丸庭園発掘調査(2023.10.19) 



進捗評価シート （様式１-５）

評価対象年度 令和5年度

評価軸⑤
効果・影響等に関する報道

報道等タイトル 年月日 掲載紙等

みずみずしい感性　有松彩る 令和5年8月25日 中日新聞

にぎわいに誘われて 令和5年10月22日 中日新聞

舟から格別の名古屋城 令和6年3月22日 中日新聞

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

今後もメディア等を通じて市民の関心に訴えていくことが必要である。

状況を示す写真や資料等

徒歩10分　共通券で巡ろう 令和6年3月28日 中日新聞

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で

計画に位置付けられた事業のうち、特に新たな展開のあった事業や歴史まちづくりに関わるイベント等について、報道によ
り市民の関心の向上につながったと考えられる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

令和5年10月22日

令和6年3月22日



進捗評価シート （様式１-５）

令和5年8月25日

令和6年3月28日



進捗評価シート （様式１-６）

評価対象年度 令和5年度

計画に記載
している内容

その他（効果等）

項目

評価軸⑥

観光客数の動向について

※令和5年度は暫定入場者数

状況を示す写真や資料等

□計画の進捗に影響あり
■計画の進捗に影響なし

コロナウィルスの影響で観光客が激減しているが、徐々に回復傾向が見られている。引
き続き多様な観光の形を検討していく。

定性的・定量的評価（自由記述）  ※定量的評価は可能な範囲で。記事・議会議事録等を添付

本丸御殿の復元工事・公開をはじめ、文化財の整備が進む名古屋城において、入場者数が右肩上がりであったが、令和
元年度に発生した新型コロナウィルスの影響で令和2年度は大幅に入場者数が減少し、前年度の約1/4となった。しかしな
がら規制の緩和もあり、令和3年度以降は回復傾向が見られ、令和5年度は新型コロナウイルス流行前に近い入場者数ま
で回復した。
本市全体の観光入込客数については、平成25年度の本丸御殿第一期公開開始からゆるやかに増加していたが、新型コロ
ナウィルスの影響で行事・祭事が大幅に減少したことに伴い、令和2年度には激減した。令和3年度以降は回復傾向があ
り、令和4年度は3年度の4倍近い回復も見られ、今後も増加することが見込まれる。

進捗状況　※計画年次との対応 実施・検討にあたっての課題と対応方針（自由記述）

124.6279
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名古屋城入場者数の推移
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名古屋市観光入込客数の推移

出典：令和4年名古屋市観光客・宿泊客動向調査（令和5年10月公表）

⇒観光庁が定める「観光入込客統計に関する共通基準（平成25年3月改訂）」に基づき

平成29年より調査期間を年度から暦年に変更。

（
延
べ
人
数）

本丸御殿

第二期公開

本丸御殿公開・

天守閣入場制限

本丸御殿第二期公開

あいちトリエンナーレ

2016 等

新型コロナ

ウィルス発生

新型コロナ

ウィルス発生

行事・祭事の大幅な減少

本本丸御殿第一期公開

東山動物園アジアゾウ

舎リニューアル 等

本丸御殿

工事着工

名古屋

開府400年
本丸御殿

第一期公開

新型コロナウイ

ルス5類移行



令和５年度
・法定協議会等におけるコメント

会議等の開催日時：　令和６年５月７日（火）

　

（今後の対応方針）

・新型コロナウイルスも第５類に移行したため、コロナ前とコロナ禍、コロナ明け後の経年的変化が
市民にも伝わるよう事業の進捗評価を行っていく。

・事業の内容を明瞭に伝えていくため、報告の写真等は明瞭なものになるよう心掛けていく。

・進行管理・進捗評価シートの内容を図式・表化できるものはまとめ、より視覚的なシートになるよう
にしていく。

（コメントの概要）

〈評価シート全体について〉
・定性的・定量的評価が弱いところがあり、できる限り記述が必要。特にコロナ前の状況と比較でき
るとよい。

・図面が不鮮明な箇所がいくつもあったため、実際の報告が明瞭なものであったか疑問。

〈主な個別事業等について〉
・評価軸③-4,20…「定性的・定量的評価（自由記述）」の中に、コロナ前の入館者数の記述があると
よい。

・評価軸③-27,28…「定性的・定量的評価（自由記述）」の中に、令和５年度以前（コロナ前を含めて）
の活動数や参加人数の記述があるとよい。

・評価軸③-31,④-1,3,4…「定性的・定量的評価（自由記述）」の中に、実績数の経年的データがある
とよい。

・評価軸⑤…「定性的・定量的評価（自由記述）」の中に、報道数の経年変化のデータを示すことが
できるとよい。

コメントが出された会議等の名称：　名古屋市歴史的風致維持向上計画懇談会

法定協議会等におけるコメント　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　 　　（様式２）

評価対象年度


